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リガンドになりやすい化合物の集団を構築する試み
北⾥⼤学 薬学部
唐⽊ ⽂霞 助教

多くの薬は, 病気の原因となるタンパク質に結合し, その機能を調節することで, 作⽤を発揮しています.
新しい薬を作るには, まず, 機能を調節したいタンパク質に結合する化合物(リガンド) を⾒つける必要
があります. そのための⽅法のひとつに, 「⾮常にたくさんの数の化合物を集めて, これらが機能を調節
したいタンパク質に作⽤するか, ひとつずつ調べていく」というものがあります. では, どのような性質
の化合物の集団を使えば, より効率よくリガンドを⾒つけられるのでしょうか︖ 私たちは現在, 核とな
る分⼦に部品を集積させることで, リガンドを探し出すために必要な化合物の集団を作る研究を⾏って
います. この研究で作った化合物の集団の中から, 実際に, ⾷欲に関係があるとされるタンパク質および
痛みに関係があるとされるタンパク質のリガンドを⾒つけることができました. 本講演会では, このよ
うな研究をはじめようと考えたきっかけおよび実際の進捗状況についてお話ししたいと考えています.

低分⼦化合物によるタンパク質の安定化・不安定化
お茶の⽔⼤学 基幹研究院⾃然科学系

⼤⾦ 賢司 講師
薬や毒の多くはタンパク質に結合し、そのタンパク質の機能を変化させることで、細胞・組織・個体レ
ベルで何かしらの作⽤を⽰します。例えば、酵素の阻害剤は標的酵素が触媒として基質を変換する反応
を阻害し、アンタゴニストと呼ばれる化合物はホルモン等の受容体タンパク質に結合し、ホルモン等の
受容体への結合をブロックすることで、ホルモン等による情報伝達を遮断します。これが⽣物活性化合
物の作⽤機序の基本的な考え⽅です。⼀⽅、最近では化合物の標的タンパク質への結合が標的タンパク
質の安定性を変化させる現象があることが認識されてきており、標的タンパク質の機能を変化させるの
ではなく存在量を変化させることで作⽤する⽣物活性化合物も⾒つかってきています。本講演では、こ
のような少し変わった「活性」を積極的に利⽤する研究(や試み)を紹介します。

当⽇は研究成果に加えて、博⼠進学や⼤学教員を志した理由、結婚・出産などのライフイベントを経た
研究者のリアルな⽇常についても話してもらいます。
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